
第 50 回交流フロア運営会議（議事概要） 
 

１ 日時・場所 

 平成２８年１月６日（水）１８：３０～２０：００ 

 伊丹市立図書館ことば蔵 １階交流フロア 

 

２ 参加者数 １５人 

 

３ 会議内容 

 (1)「伊丹ことば2015」公開選考会 

  応募作品の中から投票で「安全安心伊丹」に決定 

(2) 12月イベントふりかえり「しゃべり場 in伊丹」 

内 容 

12月20日（日）実施。テーマは「変身願望」。参加者は5人＋主催者 

ルールを掲示したボードを輪の中に設置。 

今回は少数だったため、自己紹介・口頭でのルール説明はせず、フリートークのような形で 

実施した。特に問題はなかった。 

  今 後 

  今後も人数や顔ぶれ（哲学カフェ経験者か否か等）を見て、自己紹介・口頭でのルール説明の 

  要否をその都度判断していきたい。 

(3) もったいないウィーク（2月6日～20日） 

  内 容 

  ・親子食育講座は、クイズ２種類・パネルシアター・工作で60分程度。 

   さらに、フードバンクの活動紹介もしたい。 

  ・リユースコーナーは、当日抽選枠を設ける。 

  ・おもちゃ病院は、預かったおもちゃを例年アイ愛センターで返却していたが、場所が不便 

   なためか、引取りに来ない人も多い。 

   今回はことば蔵で、平日（ふだん活動している火曜日）の午前中にしてはどうか検討中。 

  ・「アメリカ在住の日本人家族のために、着物を貸し出して七五三のお祝いをする活動」を 

   応援してあげたい。ついては、不要になった子ども用着物の提供（リサイクル）への協力 

   を呼びかけたい。その活動内容を知ってもらうために、活動主催者に日本文化についての 

講座などをしてもらう予定。 



意 見 

  ・リユースコーナーの当日抽選枠は、例年人気のこども用家具にしてはどうか。 

・おもちゃの返却は、幼稚園に行っていない年齢なら平日午前が、幼稚園・小学校に行って 

   いる年齢なら平日15時以降が取りに来やすいと思う。 

 (4) ことばを持ち寄って座談会（仮） 

内 容 

 ・前回の発表時に「短編小説・詩だけでは人数が集まらないと思うので、俳句・短歌などもあり 

  にしてはどうか」という意見があったが、講師から「俳句・短歌はまた別物なので外したい」 

  との要望があった。 

 ・歌詞や自分史もOKとする。 

 ・できるだけその場で朗読してもらって、みんなで感想を言い合う。 

 ・「しゃべり場 in伊丹」の書くバージョンのような感じ。 

意 見 

 ・自分のことは書きやすいが、短編小説となると、ハードルが高い気がする 

 ・しゃべり場のように、テーマを決めてしまった方がいいのでは。（「家族」など） 

 ・みんなの作品をその場でまとめて製本してはどうか →同人誌（ZINEとのコラボも） 

 ・タイトルも「同人誌を作ろう！」などの方がわかりやすいのでは。 

 ・完成した本は、ZINEコーナーに置いてほしい。 

 

４ 次回の運営会議 

平成２８年２月３日（水）１８：３０～ 

伊丹市立図書館ことば蔵 １階交流フロア 


